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1 はじめに

昭和44年10月1日付で行政区再

編成で新発足した４区のうちの

１つ，旭区市民課に配属になっ

た。市の機構改革で，それまで

市民係と地域振興係の２係から

社会福祉係・社会教育係・およ

び地域振興係となり，人口増加

による市民サービス面での機構

強化がなされた。そのいずれの

係も地域組織と密接な関係を持

ち，それぞれの事務分掌の分野

での経常業務や，各種団体等の

仕事を遂行している。

地域住民組織の主たるものに，

全国社会福祉協議会の下部組織

である旭区社会福祉協議会＜地

域社協＞があリ，その傘下に地

区連合自治会・町内会・婦人団

体連絡協議会・区ＰＴＡ連絡協

議会・老人クラブ連合会・子供

会連絡協議会・民生委員協議会

等々20数種の各種団体がある。

従って，＜市民課は住民サービ

ス行政が主体であるといわれて

いる｡＞これらの各種住民組織

と常に接触し，相談しながら仕

事を進めなければならないの

で、それぞれの団体の協力がなっ

くては，円滑な業務をおしすす

めることはできないのである。

旭区に激しく吹き荒れる都市化

の嵐は,ご多分にもれず横浜市

の中でも、１・２位を競い，昭

和46年１月１日現在旭区統計係

の調査によれば,45,677世帯，

166,126人をかぞえる。発足当時

は139,812人だったことをみて

も，1年数ヵ月で,26,300人が

新しく市民となったわけであ

る。

旭区の人口急増は，郊外区とし

て当然考えられることではある

が，宅地造成による大団地の進

出で都市化された区では想像も

つかない程ばかでかい街ができ

上がってしまう。左近山団地は

まさにそれで同じような建物・

道路等で，夜帰宅するにもよく

間違えないものだと，くだらな

い感心をすると同時にパリのニ

ュータウンやオデッサの新興住

宅地に迷いこんだのではないか

と錯覚する程である。左近山団

地は世帯数4,707,人口16,266,

旭区人口の10％にあたる。この，

新しい市民はそれぞれの職場で

活動しており,その90％は東

京都や川崎市の中心に通勤して

いるサラリーマンである。ここ

は,一定規準の所得がないと入

居できないため,入居中の新し

い市民は,生活水準と学歴水準

は比較的高く，その上どの街区

も3DKないしは4DKで，カ

ギをかければそのまま孤城とい

う考え方を持っているので，隣

同志とか,上下同志とかでのコ

ミュニケィションは特殊な場合

以外ない。従って，町内会とか

自治会とか既成の住民組織は，

後に述べる理由や組織されにく

い。その団地には、住民組織と

は全然性格の異なった組織であ

る管理組合があり，管理上での

組合費の徴収とか，住宅道路の

管理等を管理組合事務所が住宅

公団にかわって行なっているわ

けである。

2 区政との関係

賃貸にしろ，分譲にしろ，入居

した新しい市民は，古くから住

んでいる市民ど比べ,行政庁に

対する要求は異なっている。一

定の生活基盤が整備された団地

であってみれば，そこには下水

・ゴミ・道路，し尿あるいは水

道等の直接生活に影響のあるも

のは整備されているため、それ

等に対する不満は少なく,また

かりにあってもそれは住宅公団

に苦情を持込めば，こと足りる

わけで，こめ点のみ取上げるな

ら新しい市民は、古くから住ん
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でいる市民より苦情がないのは

当然のことだろう。従って，入

居以来自治会の組織ができ上が

るまでの１年間は，通勤の足，

あるいは学校建設問題等生活に

直接関係ある要求が大部分であ

った。これらは教育問題を除き

行政側への要求ではなく，公団

なり,旅客運送業たる相模鉄道

が相手だったわけである。

古くから住んでいる市民は，住

民組織が定着しているため，何

らかの形で区役所に来る機会が

多いが，新しく市民になったも

のは,個人的必要が生じた場合

のみ来所する。たとえば，印鑑

証明とか住民登録とか建築届け

等であって，それ以外の対役所

的なもの、すなわち納税は銀行

でこと足りるし，不明の点の照

会は，電話ですます。従って団

地の市民も、アパートやあるい

は新興住宅地に入居した新しい

市民も，自分達の生活に直接影

響ある問題については非常に関

心が深く,反応は強力である。こ

のように，新しく入区する市民

の個人々々は，住民組織があろ

うととなかろうと，個人的にはさ

して利害関係を伴わないため，

孤城の中にとじこもって、自分

さえよれば他人ごとには没交渉

でいたい，わずらわしい事は一

切しないという考え方が強く，

心の中で芽ばえていってしまう，

のではないか。わたし達がそれ

を実感として受け取ったものの

一つに，交通災害共済のＰＲに

行ったとき，ヨチヨチ歩きの子

供がころんで泣いていても，側

にいるご婦人達は誰一人これを

起こしてやるということがない

のに驚くと同時に，古くから住

む市民の街では，このような姿

は見られかかったように感じて

いる。この事一つ見ても，団地

内の人々には，犯さず犯されず

の気持が心の底に焼きついてい

るのではあるまいかという感じ

がする。もちろん全部がそうで

あるとはいわないが………。

こめことは，団地の人々に限っ

たことではなく，新しく市民に

なった人々にも共通する意識で

はなかろうか。それは戦後，民

主主義・プライバシー尊重とい

った意識変革と，大都市におい

てドーナツ現象を惹起した都市

化の嵐に，住民組織を初め伝統

均な部落意識は急速に崩れ，昔

からの共同体の崩壊が社会進歩

刀条件となって、“犯さず犯さ

昨ず”の意識偏重が人と人・組

織と役所の関係のなかでも強ま

る風潮がある。

３ 行政と新住民との対話

　”過密都市への挑戦”を読ん

で，非常に面白い言葉を発見し

た。それは「民キチ・官キチ」

というもので，街づくりは民間

のキチガイと役所のキチガイが

一緒にならなければ，成功しな

いという意のことばだそうだ

が，これは飛鳥田市長が１万人

集会や各種集会等で常日頃強調

されている，「地元の住民の人

々と相談する」という言葉と相

通じている。市の仕事は，道路

補修や河川改修・学校建設等多

岐にわたるが，市長も区長もそ

れ等の問題を解決するためには

地元の人々と相談し，相互の協

力理解があって行政はスムーズ

に推進でき得る。また住民もそ

れ等の解決に当たっては，地域

エゴイズムを強調したり，何ご

とも、もっぱら行政におんぶし

てればよいという考え方のみ

で，市民みづからの努力を怠る

ならば住みよい街はでき上がっ

ていかない。住みよい都市づく

りは，決して一瞬のうちにでき

るものではなく，官も民も相互

理解のもとで努力してこそ，最

良の生活環境が生まれてくるも

のである。

都市計画法の第３条の２項に

は，国・地方公共団体および住

民の責務として，「住民が地方

公共団体の計画の目的を達成す

るために行なう措置に協力し‥

‥‥･」と規定され，健康で文化

均な都市生活を確保すべき事を

基本理念としている。これをみ

ても、住みよい都市づくりは官

りみでなく，市民も一体である
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的な対話や交際から生まれるの

ではなく、民と官との“血のか

よらた心のふれあい”から生じ

たものでなければ本物ではな

い。

ことを指針し,“市民と相談し

ながら”ということも、この理

念かも発想していることがうな

づけるわけである。

直接生活にかかわる問題につい

ては，非常に関心を持ち，反応

は強力であり、自己を中心とし

た地域エゴを表面に打出してく

ることは前述したが，その不満

も聞きっぱなしの区政であって

は，区政ひいては，市政に対す

る団地の市民や，新しくなった

市民の不信は高まり,区なり市

に顔を横に向けてしまうことは

明らかである。そこでわれわれ

は，就任以来，左近山団地に10

数回，新しく市民となった町へ

10数回と出向き，積極的にこれ

等の区民とのコミュニケーショ

ンを行なった。こうして数多く

の対話の中で，新しい区民の，

われわれに対する信頼感は，非

常に強力なものとなり，最終的

にはたんに市または区に協力す

るというだけでなく，住民の要

求をすすんで区政または市政に

反映しようと努力する姿に変わ

り，自治会の役員ばかりでな

く，一人ひとりが住みよい環境

づくりに積極的な姿勢を示すよ

うになってくるものである。

このように新しい市民とのコミ

ュニケーションが区との間に生

まれれば，新しい地域での行政

は半ば成功したと見てよいだろ

う。コミュニテイ意識は，義務

市長が，種々の集会のなかで。

　「区長さんは市長さんである。

従って区長さんがよろしいとい

った事は私がいったと思って下

さい」と断言している。区長は

市長の意をうけて，市民サービ

スに全力投球をし，区職員は区

長が投球しやすいように，サイ

ンを送り，その球をしっかりキ

ヤッチしなければならないこと

は当然のことであり，税金は市

民の手に返す意に添うことにな

るのだと考える。

３割自治といわれている地方自

治体の行財政のなかで，よりよ

いサービスを如何に市民に売る

かについて行政の長たる区長さ

んが，どんなに苦労されている

かは，各区の事例が示している

とおりだが，旭区でも無から有

を生みだした例があるので，こ

れを披露し，そのサービス行為

が先住民や新しく市民になった

人々に如何に喜ばれたかを記し

たい。

新区発足と同時に，区長室に調

整係が新設されたが，この係が

中心となり，毎月１回～2回，

区・土木出張所・清掃出張所・

水道営業所･保健所・福祉事務

所・校長会等の代表者との事務

連絡調整会議を開催し，区行政

推進に役立たせている。この会

議の中から次のことが生まれた

のである。

公道については、国・県・市が

建設又は補修する義務がある

が，団地などの道路＜準公道＞

については，寄付行為があっ

て,いわゆる認定道路にならな

い限り，県や市はその道路に対

しての何等かの権利義務はな

い。

しかし，新しく市民になった人

々は，私道または準公道につい

ての認識はゼロに近いほどであ

る。そこで「通勤」「通学」あ

るいは，「お買物道路」等につ

いても公道でない限り,行政側

では手がつけられない。たまた

ま，調整会議や西谷浄水場の神

津課長より，「不用バラス」の

払下げ要望書を,東海道新幹線

支社東京保線所長宛に提出する

と，“主たる使用目的”が公道

等のジャリ敷である場合には許

可になるという話がでて，区長

は早速その書類を完備し保線所

長宛提出した。昨年４月これが

承認になり、約700立方メート

ルのバラスが払下げになった。

　“三人寄れば文珠の知恵”の諺

があるが足りない予算で，より

敏速により効率的に市民サービ

スをするために，大量のジャリニ

４

無からのサービス
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＜不要バラス＞が無償で入手で

きた。区長は，何処の集会で

も，準公道で悪道路の不満が出

た時は，土木出張所と連絡をと

り，その道路にジャリを落して

いった。

社会生活環境施設の立遅れは，

1人役所のみに責任を押しつけ

るのでなく，住民も一緒になっ

て苦しみ考えなくてはならない

のではなかろうか。行政側でも

上述したよ引こ苦労があり，住

大民側も｢役所がこんなに苦労し

ているのだから，われわれも協

力しなければいけないのではな

　いか｣という形がでて来てこそ

二者一体の環境整備ができるも

　のと考える。

等には反発があることはいなめ

ない事実である。このことをと

らまえた上で，「日赤奉仕団」

「共同募金会」および「年末助

け合い運動」等の一連の募金活

動について，協力を呼びかけな

いと，新しく市民になった人々

には悪感情のみが残って，募金

等の行為には一切背を向けてし

まうであろう。

そこで，これらの会議に出席す

る役員は，一辺に団地の自治会

のリーダーに，募金の趣旨を説

明し納得させた上で，協力して

もらうことが上策であることを

確認した。リヒテンベルク＜ド

イツの物理学者＞の言葉に。

　「一度に多くのことをしようと

するのは，一度にすべてを駄目

にすることである」とあるが，

まったく同感であり，しばらく

時間をかけて解決していくべき

である。

また，自治会組織は，「募金活

動等をするための組織ではない

のだ」と強調するリーダーの人

達は，募金に関するＰＲ紙を握

りつぶしているのではないかと

思われるふしもある。一部の市

民のなかには，「今まで住んで

いた処では，これこれの募金が

あったが，横浜ではどうしてし

ないのか」という電話が事務局

に問合せてくるからである。特

に，「年末たすけ合い運動」は

　「日赤」「共募」と同様全国的

⑤更生保護婦人会

⑥老人クラブ

⑨遺族会

社会教育関係

①体育協会

②婦人団体連絡会

③子供会

地域振興係

①連合自治会町内会連絡協議会

②防犯協会

③観光協会

④畠山重忠公遺跡保存会

⑤商店会

⑥国連協会旭分会

これらの各種団体は〈主として〉

事務局を区の市民課に置き，そ

この職員が，諸団体の自主性を

そこなわない範囲内で，指導助

言をしている。

事務局を区におき，事務的なも

のについて扱うことになった理

由には，それぞれの根拠や経緯

があり,このことについての，

具体的な問題については，省略

させていただくが，多数の住民

組織は会費の徴収や募金活動を

行ない，それぞれの組織内で活

発に事業を執行している。

この中で，問題になるのは各種

の募金活動である。

会費については，それぞれの事

業予算内容によって，組織の関

係者が集金し執行するので何等

の疑問も起きず不満もないが，

新しく市民になった人々の多く

は，押しつけの寄付または募金

5 各種団体と募金につい

て

　新しい市民が入居した場合，新

　興住宅とか、団地は別として，

自分の住まいの近隣に挨拶まわ

　りをする。そして，班＜戦前の

隣組＞を通して町内会・自治会

に入会する手続きをするのが通

　例とされている。町内会自治会

　は,次に挙げる各種団体の業務

　を推進している。

　社会福祉関係

　①社会福祉協議会

②赤十字奉仕団

　③共同募金

④保護司会

80



な行事々,区内に住む生活困窮

者や，施設等のめぐまれない人

々に配分するのであるから、リ

ーダーが理解されたうえで説明

すれば，新しく市民になった人

達も納得して協力するに違いな

いのではなかろうか。自分達

は，恵まれた環境にあるから，

他人はどうであろうとかまわな

いという気持は利己主義で，大

きな組織のなかで互に助け合っ

て生活して行く社会の精神に逆

行している。何故なら，新しく

市民になった人達も，有形無形

に社会から恩恵を受けているか

らである。「自ら助けられる前

に，まず人を助けなければなら

ない」との言葉もこんな精神の

なかから生まれて来たのであろ

う。社会の恩恵を受けてない人

々には，夜の安眠も，子供の通

学もあるいは救急車の出動等も

恩恵のごく一部であると力説せ

ざるを得ないのである。

６ 団地住民の具体的要求

身近な生活環境が整備されてい

る左近山団地の住民の要求は，

中学校の建設と相鉄バスの増発

騒音問題であった。バスの公害

については，区長と団地役員の

立体交渉を相鉄側と再三行な

い，停留場の変更，ラッシュア

ワーの増発を実施させ，公団側

に二重窓の取付けを約束させる

成果をあげた。これにより、行

政の長に対する左近山団地の信

頼度は非常に強大なものになっ

た。この成果を挙げるまでに

は，調整係・区民相談室・社会

福祉係の職員が区長と数回同席

し、新しい市民とのつながりを

深めるための努力をした。サラ

リーマンが団地住民の構成の多

数をしめているため、集会や研

究会は土曜の夕方からかまた

は，月曜の午前中という希望が

あるからで，区長以下職員は嫌

な顔―つ見せずに出掛けて行

き，熱心に彼等の話に耳をかた

むけ，お互の知恵を出し合っ

た。

学校建設問題も、敷地の確保か

ら建設まで相当の期間を要する

ため，敷地を子供の野球場とマ

マさんバレーコートにするよう

熱望してきたので、教育委員会

と区長の話合いを何回か行ない

希望通り校舎の完成まで利用で

きるようにした。

７ 拒否反応から協力へ

交通災害共済事業についても，

新興住宅や団地の加入率は非常

に低く，左近山団地のＳ街区の

自治会は，再三の加入呼びかけ

にもかかわらず，加入事務一切

は当然に行政側でやるべきであ

るという主張を通してゆずらな

かった。加入が個々の市民のた

めになることを再度ＰＲし，つ

きっきりで手伝ってみたが, リ

ーダーの無理解かちか面倒臭さ

からか全般的に好成績は得られ

なかった。しかし子供の成長す

るにつれて，ここの団地にも輪

禍はしのび込み，幼児が重傷す

る事態で見舞金が支給されて，

始めて市の交通災害共済事業に

ついて認識されたのか，本年度

の加入促進については，自治会

長自ら陣頭指揮をとって740パ

ーセント増と驚くべき加入率を

示した。

この一例でもわかるように,新

しく市民になった人々は，市政

についてはまったく無関心と無
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知の人が多いので，組織のりー

ダーの協力がどんなに重要であ

るかがわかると同時に、われわ

れ行政側め積極的なPRと，リ

ーダーを含めた新住民との対話

が大切であることを痛感させら

れたのである。

加入率の上昇を契機に，諸団体

の事業の協力も次第に前向きの

姿勢になり、2月の連合自治

会,町内会連絡会議のなかで,防

犯協会に加入し協力したいとの

申入れがなされた。これにより

各会長も好感をもって,長期間

をかけて各種団体に協力しても

らうべきが妥当であるることを

確認しあった。



８ 災害は忘れたころに

今年に入ってから火災が非常に

多く、尊い生命をうばう暗いニ

ュースが毎日のように報道され

ている。横浜でも例外でなく，

２月に鶴見区と中区で大火災が

発生している。火災になれば，

消防職員・警察署員等が活躍す

ることは周知のとおりだが，区

の市民課で救援物資や見舞金の

支給のために，現場に急行して

いることはあまリ知られていな

い。社会福祉係に，日本赤十字

奉仕団の事務局があり、災害救

護献血運動等の事業を推進して

いる。これ等の業務は，当然国

家がやるべきで，地方公共団体

でやることに問題があるという

意見が新しく市民になった人々

のなかに多く聞かれるが，地方

公共団体や奉仕団は焼け出され

て途方にくれている市民を放置

しておくわけにはいかない。

そこで日赤奉仕団委員長を中心

とした各分団で募金活動を行な

い，この事業に協力推進し現在

に到っている。

事務局側としても、一連の募金

運動についでは、強制すべきも

のでなく住民組織の自主的な運

動を望んでいるので，このこと

については新しく市民になった

人達の理解が深まってから運動

に協力してもらうべく，先住市

民の方とのコミュニケーション

を続けていくべきである。ま

た，団体のPR紙も，役員の会

議で決定したといって握りつぶ

してしまうのでなく，一応各世

帯に配付すべきだとの意見が委

員長始め分団長から出ているの

で，その声を団地自治会にも反

映させてもよいのではなかろう

か。

鶴見区小野町で発生した火災

は,80世帯を全焼したが，日赤

奉仕団は不眠不休の活動をし

た。災害は忘れた頃やって来

る。明日はわが身に火の粉が降

りかかるかも知れぬ。できる限

り早く古くから住む近隣の住民

組織と，交際できるようになっ

て欲しいものと旭区日赤委員長

は要望している。

９ 住民組織への提案

今回発行された市民生活白書の

「横浜と私」の一市民の意識－

の項のなかで，＜自治意識と

は，互に協同社会の一員として

連帯感をもつことが前提になる

だろう。しかし，大多数の新し

く市民になった住民の職場一生

活の根拠が市外にあるため，横

浜市民としての連帯感をもつこ

とは非常にむづかしいことだ。

＞と記されている。

旭区内人口の約１割を占める左

近山団地住民は、自治会を組織

して１年余りで定着しつつあ

り,その意味では役員相互の連

帯意識は強まりつつある。これ

は，前述のように，ここに住む

市民の学歴水準・生活水準ある

いは家族構成等がほぼ同一であ

るため，市・公団または相模鉄

道等に対する要求は足並が揃う

が，住民組織の育成については

スピードが遅い感がする。住民

組織が自主的団体である以上，

行政側は指導助言のほかはとや

かく言う筋合ではない。団体の

自主性をそこなうことなく，そ

の運営について助長発展するこ

とを望むものである。

しかし，遺族会・保護司会およ

び厚生保護婦人会等の諸団体に

ついては，無組織でありまた必

要性を感じていない。もっと

も，現在左近山団地には問題児

は皆無であり、無関心もやむを

得ないが青少年の不良化防止上

このような組織が，どんな役割

を果たし活動しているかを知っ

ていて欲しいものである。遺族

会の会員は現在20世帯だが，こ

れは会で掌握している数で，会

そのものの存在を知らない遺族

の人も多数おられるのではない

かと思われる。それは係に照会

があるからで，各街区で組織さ

れている自治会長に問合わせて

も不詳で困っているとの声があ

る。折角入居しても，この人達

にとっては，自治会が頼りがい

がないものとして，連帯意識を
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失わせてしまうのである。立派

な自治ニュースを発行している

のだか，らこのような小さな事

でも紙面の片隅に載せたなら，

その人達はきっと喜ぶに違いな

い。

要は民主主義のルールを守りな

がら，官キチと民キチがスクラ

ムを組んで，［誰でも住みたく

なる横浜］の建設に努力するこ

とが大切なことである。

＜旭区市民課社会福祉係長＞
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